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約 2 億人が年 2 万ドル以上の所得をもってい
ます。これは BOP と言いますけれども、






































































































































































































































































































































































































































































































































すると、 2 、 3 年後ぐらいにタイに行きなさ
いと言われる方も多分いると思うんですね。
実際にそういうケースが今多いので。ですの
で、遅くならないうちに、学生の時に、お金
はないかもしれないけど時間はあるので、そ
ういうこともしてもらえれば、学生のほうか
らも積極的にするといいのかなと思います。
　ただ、もちろん、例えば山本先生のところ
のゼミはこの夏にアジアに行きましたよね。
ですから、 1 週間とか10日の経験でもいろい
ろと変わっていくので、そういう学生さんが
増えていくといいのかなと思います。
【司会】　もう時間が押してしまっています
が、せっかくの機会なので、短い質問だった
ら、あと 1 人お受けしたいと思いますが、い
かがでしょうか。
【質問者；学生 2 】　日本企業の不正などに
ついて、どう思いますか。
【司会】　日本企業の不正に関して。不正とい
うのは、会計面とか、あるいは部品のデータ
の改ざんとか、そういうことですか。どなた
に聞きたいですか。キッピング先生。
【キッピング】　問題は日本の企業だけではあ
りません。いろんな不祥事が世界中で起こっ
ています。ドイツのフォルクスワーゲンは、
例えば排ガスのデータを改ざんしていたとい
うスキャンダルがあったわけです。アメリカ
の企業だって病んでいます。ビジネスリー
ダーを教育する際に、儲けることだけではな
く、儲けることも悪いことではないんだけ
ど、儲けることプラス、しっかりした責任感
を持つ、そこにビジネスリーダーが関心を持
つように教育をしていかなければならないと
思っています。
　例えば、ハーバードビジネススクールが設
立されたそもそもの目的というのは、良き人
間を育てる、良きリーダーを育てるというの
がそもそもの教育の理念だったわけですが、
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それがいつの頃からか、儲ける人を育てる、
利益を上げられる人を育てるという教育に変
わってしまったので、やはりそもそもの目的
だった、良き人間、良きリーダーを育てると
いう本来の考え方に立ち返るべきだと思いま
す。
　リーダーシップというのは、もちろんビジ
ネスを成功させて、儲けることも意味します
けれども、それだけではなくて、社会にとっ
ての価値を生み出すということもリーダー
シップにとっては重要なので、われわれ教育
者がそのソリューションの一部、解決策の一
部を担っていかなければならないと思ってい
ます。
　それは学生に対して、儲ける、利益を上げ
るということと社会に貢献するということが
両立できるんだということを、二者択一では
ないんだということをしっかり教えていくと
いうこと。そして、良きリーダーには、お金
を儲けることだけではなく、正直で倫理観を
持つということも、良きリーダーの資質とし
て必要なんだということを教えていく、それ
は私たち教育者の仕事だと思っております。
【司会】　では、桑名先生。
【桑名】　一言だけ言いますと、今も皆さんも
知っている日産とか、神戸製鋼が不祥事で話
題になっていますね。僕は 1 週間ほど前に、
某一流企業の、女性が顧客として世話になっ
ている誰でも知っている有名な会社の社長を
経験した人に聞いたら、もちろん日産とか神
戸製鋼とか、一流の企業の社長は立派ですか
ら、今われわれが言ったことは全部解ってい
るはずですね。だけど、何でそうした不祥事
を起こすのかって聞いたら、やっぱり経済価
値、合理性ですね。無駄なことしないとか
ね。そっちのほうに偏り過ぎてしまってい
る、こういうことなんですね。頭では解って
いても、そちらへの短期思考になっている。
　先ほどのキッピング先生のお話では、日本
企業はもともとはいい考え方を持っていた
し、あるいは長期思考だったんですけど、今
はかなりアメリカ的な影響を受けてしまって
いるので、そっちのほうにどうしても行って
しまう。そういう答えが 1 週間前にもあった
ということを紹介します。
【司会】　ありがとうございました。まだまだ
質問がたくさんあるかと思うんですけれど
も、時間が15分以上過ぎてしまっております
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ので、大変残念ですが、ここで締めくくりと
させていただきたいと思います。
　最後に所長の五嶋先生から、記念品の贈呈
をキッピング先生にさせていただきたく思い
ます。
【五嶋】　（贈呈）
【司会】　最後に、キッピング先生、桑名先
生、井口先生、長時間にわたりまして、あり
がとうございました。
